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Nissan Chemical, 
‐where unique & solution meet日産化学工業の概要

商号 日産化学工業株式会社
創業 １８８７年（明治２０年）
資本金 １８９億円（単体）
従業員数１,７３９名（単体）２,３７１名（連結）

（２０１６年３月末現在）

■国内主要子会社・・・主な事業内容
・日星産業

・・・化学品販売
・日産物流

・・・運送
・日産緑化

・・・造園、土木、緑化工事
・日産エンジニアリング

・・・プラント設計施工
・環境技術研究所

・・・環境保全コンサルティング
・日本肥糧

・・・肥料製造、販売

■国内拠点
・本社 東京
・オフィス札幌、仙台、名古屋、大阪、福岡
・工場 袖ケ浦（千葉）、埼玉（埼玉）、

富山（富山）、名古屋（愛知）、
小野田(山口）

・研究所 物質科学研究所（千葉）
材料科学研究所（千葉、富山）
生物科学研究所（埼玉）



Nissan Chemical, 
‐where unique & solution meet海外拠点
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日産化学製品（上海） （中国、農薬、電子材料、営業）

NCK Co., Ltd. （韓国、電子材料、営業、製造、研究）

Nissan Chemical Taiwan Co. Ltd. （台湾、電子材料、研究）

Nissan Chemical America Corporation （アメリカ、無機材料、営業、製造）

Nissan Chemical Europe S.A.R.L. （フランス、農薬、販売）

Nissan Chemical Agro Korea Ltd. （韓国、農薬、営業）

Nissan Chemical Do Brasil （ブラジル、農薬、営業）

Seiwa Sangyo Pte Ltd. （シンガポール、日星産業の子会社）

日星産業の事業所 （タイ・インドネシア・ベトナム・インド）

農薬関連の出資会社 （アメリカ、ブラジル、フランス、スペイン）
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２０１５年度
連結売上高

１,７６９億円

19% 20%

化学品

機能性材料

29%

農業化学品

27%

医薬品
5%
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108

120

39

２０１５年度
連結営業利益

２８６億円

13% 7%

化学品

その他

機能性材料
42%

農業化学品

38%

医薬品 0%

工業薬品
高品位尿素水
高純度薬品
特殊エポキシ
殺菌・消毒剤

ディスプレイ材料
半導体材料
高機能コロイド製品

除草剤
殺菌剤
殺虫剤
動物用医薬品原薬

高コレステロール血症治療薬
医薬品開発研究参加型事業

その他（卸売、調整を含む）

化学品 機能性材料 農業化学品 医薬品
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‐where unique & solution meet国内の農薬業界集約について
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 企業ビジョン：ユニークな農薬を農家に提供し、
世界の食糧生産に貢献する

 研究開発型：医薬とともに「精密有機合成」と「生物評価」
というコア技術に立脚、ライフサイエンスが
主要事業領域

 世界企業との関係：競合しながらも、協同するパートナーと
相互認識

 業界集約への当社考え：機会あれば検討するが、
海外展開が優先
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新規剤に占める日本発開発剤のシェア

Ａ社
5%

Ｂ社
17%

Ｃ社
5%

Ｄ社
5%

Ｆ社
6%

その他
26%

日本企業
36%

Ａ社
3%

Ｂ社
10%

Ｃ社
3%

Ｄ社
3%

Ｆ社
14%

その他
10%

日本企業
57%

②新規骨格化合物
30化合物

①ISO名取得化合物
105化合物

注）日本企業のISO名取得化合物数は、主要10社の合計 （2004-2014）

（日本農薬学会誌40、ｐ247-249、2015）
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 新制度：国際調和に基づくデータ要求を要望

 日本市場：混合剤など多種多様、技術サービス提供を
ともなう成熟市場

 原体ソース：大手ジェネリックメーカーは検討可能、
中国・インド品は品質・安定供給で懸念

 当社方針：事業性評価には、十分なマーケティングと
原体ソースの検討が必要


